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☆宇 賀 二L野 山 城 跡

上野
:山
城主矢田氏は 1446(文 安 3)年 に安那郡中条村からこの地の

地頭職として移ったといわれている。

矢田新助元俊ははじめ大内氏につかえたが、後に毛利氏の家臣となった。

毛利氏の『八箇国御時代分限帳』には、 117石 4斗 9升‐3合の知行を受け

ている。1572(元 亀 3)年 9月 83,歳で死去。法名は「闘楼院殿建山真

公大居士」.墓は向かい側の茶自山の中腹にある。       .

独立した山で、空堀は見当たらない。大手は北闘と考えられる。́曲輪は頂

上に 2段 t西健に 1段ある。北西側の中腹に「うまや」と呼ばれる平坦な場

所がある。           1       . ‐

☆ 須 佐 神 社

1     社伝め1469(来明元)年の「祇園牛頭天王縁起」 (麓城主綱時記す)

||にょ1率』ら午狛111そい,農証はな、||  |
11    「西備名区Jlこは三代実録貞観3年 10月 20日 の条にある天照真良建神 |:

|

1    社ダこ?l=わ 争うとしている1社殿は権現造り。1594(文 緑3)年毛 :
||‐   利輝元が、さらに1625(寛 永2)年 には浅野長晟が再建している。現在
|                         ・                                           ‐

_|  の社段は 1696(元 緑 9)年の造営である
`               

‐

| ‐   O大 神輿  (広島県重要‐文化財 )             
‐

:    八角長柄構え、台車つき、高さ3.4m、 重さ 1.3ト ン、 1517(1永

正 1‐ 4)年の創建で室町時代の特長をよく現わ してい
‐
る
「
     |  '

:     Q須焦警社のフジ (広島県天然記念物)
| ‐‐  根回り3:5轟 、高さ25hで県下第2位あ巨米である:           ‐

‐    10小 童須佐神社縁起 (甲奴町重要文化財 )

|●    :紙本塁書、巻子装、1469(文 明元)年麓山城主綱時め書である。      !
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0石造宝塔 ‐:t(甲奴町重要文化財 )

須佐神社の裏め竹数の中ある。高さ 1 ,In、 天文9年 (1540)め 作

☆窯  : 跡 |(甲奴町蟻 )

1987(昭和62)1年調査:縦 1.6m、 横1.31mめ長方形の燃焼室
をもち、傾斜約15度の登り窯であつた:

室町時代のものと思われ、須佐神社と関係があったものとおもわれる:

☆円 通 山 主 導 寺

万治年間 (1658t1660)に 量厳宗応大和尚開基、後.こ の大和尚は

広島国泰寺四世|と なる。曹洞宗ざ本尊薬師如来、釈逸ねはん図 :十六羅漢 t

大般若経6oO巻 などの文化財がある。

1821(文 政4)年に鋳造されたぼん鐘が、第 2次世界大戦中供出され

たが、その後転 と々して現在アメリカ:ア トランタ十カニターャンタニに保

管され
´
ているぢ

この鐘が縁となり、力‐ター元大統領が1990年 10月 に来町じt現在

も交:流が続いてし`る。|    .  
´
|        :

‐11カ■夕
:■元米大統領・ |

カータニ

尋
…
・

力
=夕
■・ センターに

保存されてtヽる工麟寺
のつり螢     `
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「☆大 LL池 ■ ―号‐1彗 墳  :

大山池古墳群の一つ。大山池の堤防の下 30mの 所林道の道下にある。.

封上が流され、横穴式石室が露出している。    |

後期古墳に属する円墳◆玄室は 1.7mと 2.lmxlmで 蓋石 4個が露

出している。

1968(昭 和43)年 に調査されたときの見取り図は次のとおりであう

たが。夕第に澤壌が進んでぃる1 1  ‐     ‐        |
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:☆ フじ i衛た 1 3-年 1小興 ■也 ィト 中長            |   ‐

備後t可 申
.奴
部は福山藩に属してし`たが (■ ()く)8(元 禄 11)年 に水野家

断絶に伴い幕府領になった、元禄 12年 に幕府は岡山藩に命して旧福山藩領

の検地を実施させた :

こあ時の検地帳のうち太郎丸村,有田村・安田村の検地帳が現在甲奴町教

育委員会に保存されている。

☆ウ秦JII口重撻́彗最ホ:[士:」ヒ翼豊翠勿               ‐

この道跡は1989(平 成元 )年 3月 に:県営回場整備事業に伴う試掘調

査により存在が確認され、1990年 7月 に発掘調査が行なわれた。

調査面積が狭く遺跡の性格を確定することはできなかつた。出土した遺物

は弥生時代中期後半の壺形、土器,かめ形土器,高杯形土器などの他磨製石斧

と砥石が検出された。           |
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